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遠
藤
周
作
文
学
館
便
り

✍２
０
２
５
年
３
月
８
日
、
長
崎
の
遠
藤
周
作

文
学
館
で
新
し
い
企
画
展
「
遠
藤
周
作
と
狐
狸

庵
―
お
ど
け
と
哀
し
み
が
交
わ
る
と
こ
ろ
―
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

幼
少
期
に
家
庭
内
不
和
の
つ
ら
さ
か
ら
逃
れ

る
よ
う
に
、「
自
分
の
悲
し
さ
を
か
く
す
た
め

に
悪
戯
を
す
る
、
お
ど
け
る
」
性
格
は
、
大
連

で
過
ご
し
た
日
々
に
形
成
さ
れ
た
と
遠
藤
は
言

う
。

び
あ
が
っ
て
き
た
。

立
原
の
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
は
、〝
清
ら
か
な

欲
情
〟
を
も
っ
た
メ
リ
ノ
と
い
う
青
年
と
、
子

を
持
つ
女
性
エ
リ
ア
ナ
と
の
純
潔
な
恋
の
悲
歌

を
詠
っ
た
詩
的
物
語
で
あ
る
。

立
原
の「
メ
リ
ノ
の
歌
」一
章
と
三
章（
１
９�

３
４
～
３６
年
の
間
に
三
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
、

も
と
も
と
は
七
章
の
構
想
だ
っ
た
が
未
完
で
終

わ
っ
た
）
に
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
・
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
の
小
説
「
ヒ
ュ
ー
ペ
リ
オ
ン
」
の
一
説
が
あ

る
が
、
遠
藤
の
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
二
章
も
、
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
に
つ
い
て
の
評
論
風
エ
ッ
セ
ー
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
立
原
の
詩
に
「
旅
人
の
夜
の
歌
」

（『
四
季
』
１
９
３
６
年
６
月
号
）
が
あ
り
、
遠

藤
の
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
の
四
章
は
、
物
語
「
た
び

び
と
よ
る
の
う
た
」（
ゲ
ー
テ
の
詩
「
旅
人
の

夜
の
歌
」
を
翻
訳
し
て
い
る
文
学
青
年
二
人
の

対
話
を
描
い
た
掌
編
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
メ
リ
ノ
の
歌
」
と
同
時
期
に
作
製
さ
れ
た
大

学
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
ー
、
評
論
な
ど

の
小
品
集
「
ア
ラ
ベ
ス
ケ
」（
世
田
谷
文
学
館
蔵
）

な
っ
た
。

「
メ
リ
ノ
の
歌
」
は
遠
藤
が
慶
應
義
塾
大
学

予
科
生
だ
っ
た
１
９
４
４
～
４５
年
に
か
け
て
作

製
さ
れ
、
友
人
か
ら
も
ら
っ
た
ア
ル
バ
ム
に
文

集
の
よ
う
な
形
式
で
、
掌
し
ょ
う

編へ
ん

と
呼
ぶ
よ
う
な
短

い
小
説
や
評
論
風
の
エ
ッ
セ
ー
な
ど
が
書
か
れ
、

大
き
く
４
つ
に
分
か
れ
る
独
立
し
た
作
品
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

軽
井
沢
で
交
友
の
あ
っ
た
友
人
に
宛
て
た
献

辞
が
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
の
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
は

遠
藤
の
筆
跡
で
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
「
狐
狸
庵
亭
主
人
敬

白
」
と
書
か
れ
、「
遠
藤
周
作
之
印
」
が
押
さ

れ
た
落ら
っ

款か
ん

が
あ
る
。
遠
藤
が
こ
ん
な
に
も
早
い

時
期
か
ら
〝
狐
狸
庵
〟
の
名
を
使
っ
て
い
た
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
。

立
原
道
造
と
の
接
点

ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
関
し
て
加
藤
宗
哉
氏
か

ら
「
立
原
道
造
の
物
語
に
同
名
の
作
品
が
あ
る
」

と
い
う
重
要
な
指
摘
を
い
た
だ
き
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
遠
藤
の
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
と
詩
人
・
立

原
道
造
と
の
間
に
、
い
く
つ
か
の
接
点
が
浮
か

本
展
は
、

戦
時
下
で
過

ご
し
た
青
春

や
戦
後
の
仏

留
学
、
作
家

と
し
て
こ
れ

か
ら
と
い
う

時
に
死
を
意

識
し
た
長
期

療
養
、
こ
れ

ら
の
体
験
を

背
景
に
悲
し

い
と
き
こ
そ
、

お
ど
け
る
精
神
が
遠
藤
の
な
か
で
如
何
に
し
て

育
ま
れ
、
読
者
が
遠
藤
周
作
の
も
う
一
つ
の
顔

と
し
て
よ
く
知
る
、「
狐
狸
庵
山
人
」
に
繋
が
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
誕
生
の
原
点
に
迫
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

若
い
日
の
手
製
本﹁
メ
リ
ノ
の
歌
﹂

な
か
で
も
観
覧
者
の
興
味
を
ひ
い
て
い
る
の

が
、
初
公
開
の
未
発
表
新
資
料
「
メ
リ
ノ
の
歌
」

で
あ
る
。「
メ
リ
ノ
の
歌
」

は
個
人
の
所
有
で
、
今
回

の
企
画
展
の
た
め
に
長
崎

市
が
借
用
し
て
展
示
し
て

い
る
。
３
月
27
日
（
奇
し

く
も
遠
藤
周
作
１
０
２
回

目
の
誕
生
日
）
に
、
長
崎

市
長
か
ら
そ
の
存
在
と
文

学
館
で
展
示
す
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
、
報
道
各
社
で

取
り
あ
げ
ら
れ
話
題
と

遠藤周作文学館で展示している
「メリノの歌」（個人蔵）。
写真提供：遠藤周作文学館

新資料をもとに「狐狸庵」の世界を紹介。
期間は2026年 9 月23日まで。

新
企
画
展「
遠
藤
周
作
と
狐
狸
庵
」は
じ
ま
る

新
資
料「
メ
リ
ノ
の
歌
」も
同
時
公
開
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